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本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。

これらの記述はリスクと不確実性を内包しており、将来の業績を保証するも
のではありません。

将来の業績は経営環境に関する前提条件の変化等に伴い目標対比変化す
ることにご留意下さい。

本資料は、当行に関する理解を深めていただくための資料であり、投資勧誘
を目的としたものではありません。



2016年3月期決算の概要
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業績サマリー

資金利益

（百万円）

前期比

21,281 ▲ 784

16,506 ▲ 657

14,886 ▲ 741

1,336 △ 51

3,819 ▲ 78

4,775 ▲ 127

17,741 △ 630

3,539 ▲ 154

619 ▲ 165

△ 131 △ 413

5,137 350 4,500

3,500 319 2,900当期純利益

有価証券関係損益

うち貸金利息収入

うち有価証券利息収入

経常利益

非金利収益 ※

うち預金等利息支払(▲）

16/3期<単　体>

コア業務粗利益

当初業績予想

経費(▲）

信用コスト(▲）

コア業務純益

資金利益

※非金利収益＝コア業務粗利益 - 資金利益
（▲：損益にマイナス、△：損益にプラス）

ﾎﾞﾘｭｰﾑ要因 利回要因 計

貸出金 （＋388億円）

＋4.4億円

（▲0.09p）

▲11.8億円 ▲7.4億円

預金等 （＋458億円）

▲0.3億円

（△0.01p）

△0.8億円 △0.5億円

有価証券 (＋62億円)

＋0.5億円

（▲0.03p）

▲1.3億円 ▲0.8億円

前期比 ▲657百万円
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（百万円）

前期比

5,705 600 5,000

3,677 ▲ 214 3,100
親会社株主に帰属する

当期純利益

16/3期<連　結>

経常利益
計画

債 券 株式等前期比 前期比

売却益 420 ▲268 394 95

売却・償還損 ▲185 △4 ▲10 △3

償却(減損) － － － －

計 235 ▲264 384 99

（百万円）

有価証券関係損益

前期比▲165百万円

貸出金の利息収入は前期比減少したが、経費の減少や信用コストの改善により、経常利益、当期純利益は同増益

4期連続
増益

2期連続
増益

4期連続
増益

4期ぶり
減益



220 7

165 0

うち貸金利息収入 144 ▲ 4

うち預金等利息支払（▲） 9 △ 4

うち有価証券利息収入 37 ▲ 1

55 7

182 ▲ 5

37 2

4 ▲ 2

5 ▲ 6

40 ▲ 11

27 ▲ 8

コア業務粗利益

経費（▲）

非金利収益

17/3期
計画 前期比

有価証券関係損益

信用コスト（▲）

経常利益

当期純利益

資金利益

コア業務純益

17/3期 計画（単体）

通期業績予想

3

前期比

経常収益 270 ▲4

コア業務純益 37 +2

経常利益 40 ▲11

当期純利益 27 ▲8

〈単 体〉
17/3期

業績予想

前期比

経常収益 326 ▲3

経常利益 44 ▲13

親会社株主に帰属する

当期純利益
29 ▲8

〈連 結〉
17/3期

業績予想

（億円）（億円）

（億円）

非金利収益増強により、コア業務純益は増益を計画
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有価証券関係損益、信用コストを保守的にみていることから、経常利益、当期純利益は減益を計画



14,503 14,948 15,254 15,452 

0

5,000

10,000

15,000

13/3末 14/3末 15/3末 16/3末

3,624 3,985 4,207 4,353

4,910 4,976 5,152 5,352

352 320
290 2723,479 3,565 3,614 3,398 

0

5,000

10,000

13/3末 14/3末 15/3末 16/3末

■貸出金残高

貸出金は、地元事業性貸金、個人ローンともに着実に増加

預貸金①

東京・大阪
（事業性）

三重・愛知
（事業性）

個人向け

■預金等残高

＋110億円
（+0.8%）

(億円)

地 公 体

＋178億円
（+1.0%）

預金は、地元預金を中心に増加

三重・愛知
中小企業

(億円)

＋200億円
（+3.9%）

＋127億円
（＋3.0%）

個人ローン

3,599

3,588

12,364

3,738

12,846

3,943

16,154 16,606

＋200億円
（＋5.1%）

13,264

3,876

4,174

16,992

＋198億円
（+1.3%）

三重・愛知

13,374

4,075

4,301

17,170
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貸出金
年増目標

＋300 億円

個人ローン
年増目標

＋150 億円

事業性貸出金
年増目標

＋150 億円

個人預金 10,436 10,680 10,919 10,919

4



預貸金②

無担保個人ローンの増強、地元小口貸金の増強により、貸金利回りの低下幅縮小を目指す

5

■預貸金利回り差

(％)

0.050.06
0.070.080.080.080.08

0.09

1.20
1.23

1.28

1.33

1.13
1.11

1.07 1.07

1.24
1.21

1.12

1.021.01
1.031.05

1.15

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

13/上 13/下 14/上 14/下 15/上 15/下 16/上 16/下

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

貸金利回り
（右目盛り）

預貸金
利回り差

（右目盛り）

(％) 預金等利回り
（左目盛り）
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14/3期
0.08

15/3期
0.08

14/3期
1.23

15/3期
1.13

16/3期
1.04

14/3期
1.31

16/3期
0.08

16/3期
1.12

15/3期
1.21

74 74 72

70 
68 68

67 
68 

50

55

60

65

70

75

13/上 13/下 14/上 14/下 15/上 15/下 16/上 16/下

■預貸金利息収支

(億円)

148

上段：貸出金利息収入

下段：預金等利息支払

ボリューム要因 ＋6 ▲0 ＋4 ▲0 ＋2 ▲0

利回り要因 ▲12 △0 ▲12 △1 ▲7 △4

14/3期→15/3期

▲6
貸金 預金

15/3期→16/3期

▲7

16/3期→17/3期

計画

▲0
貸金 預金 貸金 預金

(億円)預貸金利息収支増減 内訳

135

81.4 80.5 78.9 77.4 75.0 73.9 72 73

7.4 6.3 6.9 6.9 7.0 6.4 5 4

142

14/3期

15/3期
17/3期
計画

計画

計 画

計画

136
16/3期

計 画

17/3期
計画
1.07

17/3期
計画
1.02

17/3期
計画
0.05



103 148 177 172 
460 

747 845 981 1,038 
1,060 236 

246 
244 247 

250 

214 
227 

331 343 

2,060 

593 
867 

922 865 

1,703 
1,309 

1,251 1,138 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

13/3末 14/3末 15/3末 16/3末 17/3末

3737 37 39 38

0.89%0.92%0.90%0.94%

0

20

40

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期

0.00%

0.50%

1.00%

有価証券運用

■有価証券評価損益

外国債券

株 式

投資信託等

国 債

地方債

社 債

3,595

利回り確保を目指し、外国債券残高を若干増加させ、有価証券利息収入を維持

（億円）

3,642
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■有価証券残高 （時価評価前簿価） ※私募債は除く

3,906

（億円）

■有価証券利息収入・利回り
有価証券利回り

計 画

有価証券利息
収入

6 13 18 3615 12
44 28

119
154

251 214
24

16

26
47

0

50

100

150

200

250

300

350

400

13/3末 14/3末 15/3末 16/3末

（億円）

債 券

その他

株 式

合 計

日経平均株価

外国債券

〈12,397円〉

164
195

〈14,827円〉

339

〈19,206円〉

325

〈16,758円〉

3,803 3,830

利回り確保を
目指し、残高を増加

計 画



166 202
305 265

340

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期

294 302
379

273
374

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期

9.6 8.5 12.1 15.6 17 
12.1 12.7 

15.2 12.4 

32 

5.2 7.7 

15.2 13.9 15.3 11.2

6.5 5.9 

0

10

20

30

40

50

60

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期

■非金利収益

16/3期は、市場環境の不透明さから投資信託・保険の販売が減少 → 17/3期は大幅な非金利収益増加を目指す

非金利収益

保険手数料

投信手数料

法人フロー
収益

為替・EB他
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(億円)

■投資信託販売額

40.1

(億円)

49.0
55

■保険販売額

5位 7位 3位 3位

■非金利収益比率

当 行

地銀平均

非金利
収益比率
地銀順位

（非金利収益/コア業務粗利益） (億円)

7

47.8

計 画

計 画

計 画

42.2



経 費

97.2 96.8 97.4 97.7 102 

84.2 83.4 79.0 71.9 71 

7.0 6.5 7.3 
7.8 9 

83.9%
87.0%

83.3% 83.4% 80%台前半

50%

60%

70%

80%

90%

0

50

100

150

200

250

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期

■経 費

17/3期は退職給付費用や基幹系システムの基盤更改などにより、経費全体で増加する計画

8

188.4
（億円）

人件費

物件費

税 金

コアOHR
（右目盛り）

預金保険料の減少やオンラインシステム償却の減少から、経費全体で△6億円圧縮
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186.7

人員
（期末）

臨時、嘱託、出向者除き

1,111 1,116単体

183.7

1,160

△7.1

△6.3

1,218
計画

177.4 182

1,189



9

信用コスト

前期比

1,743 408 624 614 38 △ 576

新規発生 963 393 770 876 297 △ 579

既存先増減・回収等 780 16 △ 146 △ 262 △ 259 3

26 2 44 7 0 △ 7

1,769 411 668 621 38 △ 583

△ 676 △ 141 △ 88 △ 332 △ 143 189

- 145 0 6 26 20

1,092 124 580 282 △ 131 △ 413 500

11,548 11,917 12,358 12,884 13,272 388

0.10% 0.01% 0.05% 0.02% △0.01% △0.03% 0.04%信用コスト率　④/⑤

貸出金平残 (億円）⑤

15/3期 17/3期予想16/3期13/3期12/3期 14/3期

一般貸倒引当金繰入②

信用コスト④（＝①＋②－③）

償却・債権売却等

個別貸倒引当金繰入

不良債権処理額①

償却債権取立益③

■信用コスト

信用コストは、新規発生の減少等により、前期比△4億円減少

（百万円）
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17/3期の信用コストは、5億円程度を想定



10 12 25 13 13

245 240 209 213 181

86 74
70 47

53

2.73%
2.54%

2.28%

2.00%
1.79%

0

100

200

300

400

500

12/3末 13/3末 14/3末 15/3末 16/3末

要管理債権 危険債権 破産更生等債権 開示債権比率

10

不良債権

金融再生法開示債権比率は1%台まで低下

（億円）

■金融再生法開示債権額・比率

〈 〉内は保全率
（担保・保証・引当金等）
÷開示債権額

15/3末→16/3末
ランクダウン 39 億円
ランクアップ △32 億円
回収等 △35 億円

246

886 798
要注意先債権
（要管理先除く）
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303

701

326
273

830

340

〈92.4%〉

〈38.5%〉

〈100%〉

〈91.3%〉

639



自己資本比率

10.11%

9.41%
9.05% 8.82%

8%台前半8.97%

8.33% 8.10% 8.04% 8%程度

4%

5%

6%

7%

8%

9%

10%

11%

13/3末 14/3末 15/3末 16/3末 17/3末

■自己資本比率等 （単体）

TierⅠ比率

自己資本比率
（バーゼルⅡ）

利益の積上げ、リスクアセットのコントロールにより、自己資本比率の安定的な上昇を目指す
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自己資本比率
（バーゼルⅢ）

自己資本比率
（完全適用ベース）

規制変更に伴う算出方法の変更によるもの

うち+160億円

（億円）

自己資本 973 966 976 983

リスクアセット 9,625 10,258 10,779 11,140

バーゼルⅡ バーゼルⅢ

計 画



中期経営計画

「成長 ～地域とともに～」

の進捗について
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成長 ～地域とともに～中期経営計画

地元で確固たる存在感を示し、成長し続ける銀行

重 点 持続的成長に
不可欠な

間口の拡大

トップライン

収益の増強

中期経営計画「成長 ～地域とともに～」概要

2015年4月～2018年3月

目指す姿
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営業力の強化

法人・個人一体運営店舗増加に
よるきめ細やかな営業

本部相談機能強化

収益機会の増大

法
人
戦
略

個
人
戦
略

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

無担保個人ローン推進

創業・新事業進出支援の強化

成長分野のサポート強化

資金調達手段の多様化への対応

事業承継・M&Aの取組強化
現

場

本
部

取引間口の拡大

個人預かり資産ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ営業強化

投資対象の多様化による収益機会の拡大市場

■成長戦略

組織戦略



「法人営業部」を設置（2003年～）

→ミッションを明確化し、
ソリューション営業を展開

お客さまとの接点を増やし、きめ細かく課題解決を行う体制を構築

法人・個人一体運営店舗を

増加

→お客さまとの接点を増やし、

きめ細かく課題解決を行う

体制を構築 （現在42ヵ店）
・お客さまのニーズに総合的に

対応する必要性の増大

・スキルの向上、ノウハウの蓄積
により業容が拡大

〈成果・課題〉

・事業性貸出先数が減少

組織戦略

■営業体制の変遷
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中期経営計画「成長 ～地域とともに～」

事業性取引 ： 法人営業部

個人預かり資産 ： 支店

個人ローン ： ローンプラザ

フルバンキング化（法人・個人一体運営店舗）の目的

・法人、個人ともに細かく間口を拡大する

・金融サービスを提供し、ビジネスチャンスをつかむ

・収益案件につなげる

実力の向上 ＝ 地力をつける

全支店で法人対応をできる体制 （フルバンキング化）を18/3末までに構築



法人戦略①

取引先のライフステージに応じた課題解決策を提案

きめ細やかなソリューション営業の展開

■ライフステージ等に応じたソリューション
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中期経営計画「成長 ～地域とともに～」

資金調達手段の多様化に対し、高度な金融サービスにも対応

成長分野へのサポート強化

国際ビジネス 医療・介護

ｱｸﾞﾘ・6次産業化 環 境

航空・宇宙 医療機器

資金調達手段多様化への対応創業・新事業進出支援の強化

創業・新事業開拓 成 長 段 階 経 営 改 善・事 業 承 継
ﾗｲﾌ

ｽﾃｰｼﾞ

事業承継・M&Aの取組強化

ＡＢＬ

ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽ､
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾅﾝｽ

ＰＦＩ、ＰＰＰ

ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ（小口投資）

・JBICとの協調融資

JBICと連携し、当行取引先およびタイ現地法人へ融資を実行
し、海外での事業拡大を支援。

〈取組事例〉

・LBOファイナンスを活用した支援

レジャー施設の事業承継支援を目的に実施。

・クラウドファンディングによる資金調達支援

ミュージックセキュリティーズと連携し、マイクロ投資ファンド設
立を支援。

・事業承継支援

太陽光発電設備設置をシ・ローンにより支援。
本業の収益補完に加え、太陽光発電設備の償却により純資産
が圧縮され、自社株承継をスムーズにできるスキームを構築。

・M&A

取引先の介護施設売却の意向を、別の取引先に持込みM&Aを
成約。



3,7243,5483,4463,370

1,6281,6041,5311,540

6,058

5,8045,7725,717

0

2,500

5,000

7,500

13/3末 14/3末 15/3末 16/3末

4000

4500

5000

5500

6000

■三重・愛知 事業性貸出 先数・残高

法人戦略②

地元事業性貸出先数を着実に増加させ、事業性貸金を増強

（億円）

（先）

先数（右目盛）

残高（左目盛）

＋254先
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中期経営計画「成長 ～地域とともに～」
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5.9 
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13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期

その他 私募債 法人ﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ

■法人フロー収益

8.5

12.1

17

（億円）

計 画

手数料を加味した収益性を追求

15.6

地元
事業性貸金
年増目標

＋150 億円

4,910 4,976 5,152 5,352
＋200億円

三重

愛知

■地域別事業性貸金利回り（16/3月・月中）

三　重 愛　知 東　京 大　阪

1.22% 1.07% 0.68% 0.84% 1.00%

全　体

ビジネスマッチング、
プロジェクト手数料

が増加

（三重+172、愛知+82）
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個人戦略

無担保個人ローンを住宅ローンと並ぶ柱として増強

■個人ローン残高
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個人ローンの推進

預かり資産の増強

・・・最新の投信保有情報を提供できる新システムの運用を開始「iPad」を活用した投信情報提供機能の強化

・・・支店業務全般（預かり資産、個人ローン等）に携わるスペシャリストとして選抜（現在18ヵ店）ロビーコンシェルジュの配置

中期経営計画「成長 ～地域とともに～」

■無担保個人ローン 強化策

6,173 3,288 2.1倍

39 19 2.0倍

15年度

申込件数（件）

取組金額（億円）

前年比

■無担保個人ローン申込件数、取組金額

無担保
個人ローン
年増目標

＋50 億円

・プロモーションの強化

・商品ラインアップの拡充 ・キャンペーンの拡充

・商品内容の改定

・ローン統括部の設置

（億円）

前年比

個人ローン 3,588 3,943 4,174 4,301 127

住宅ローン※ 3,538 3,891 4,120 4,233 113

うち三重 1,665 1,734 1,782 1,825 43

うち愛知 1,850 2,136 2,320 2,391 71

46 51 57 75 18

16/3末

無担保個人ローン※

13/3末 14/3末 15/3末

※無担保の住宅・リフォームローンを重複計上

保険コンサルティングの強化 ・・・保険会社からの出向者による個人向けコンサルティング・セールスの展開

フルバンキング化による個人間口拡大 ・・・効率的な渉外活動による間口拡大およびオーナー取引の強化



ROE
（自己資本利益率）

2.82% 3.04% 2%台前半 3%以上

自己資本比率
（完全適用ベース）

8.10% 8.04% 8%程度 8%台

コア業務純益 37億円 35億円 37億円 50億円

地元（三重・愛知）

貸出金末残
9,627億円 9,956億円 10,170億円 10,900億円

個人預かり資産末残 14,252億円 14,395億円 15,140億円 16,350億円

2018年3月期
計画

（最終年度）

2015年
3月期

（スタート時）

2017年3月期
計画

2016年3月期
実 績

■中期経営計画 計数目標
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計数計画
中期経営計画「成長 ～地域とともに～」

収益性、健全性を兼ね備えた水準として、5項目（ROE、自己資本比率（完全適用ベース）、コア業務純益、

地元貸出金残高、個人預かり資産残高）について中期経営計画目標を設定

→安定的に5% を上回る

水準を目指す
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女性活躍の加速、地方創生
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女性活躍の加速

地方創生への取組み

女性職員の活躍を加速し、競争力を強化

・指導的立場の職員のうち、女性の割合を10％→20％へ引上げ

地方銀行としての「コーディネート力」を活かして地域資源を活性化

「女性活躍の加速」、「地方創生の取組み」を通じても、地元で確固たる存在感を示す

15/3月 10.6% → 16/3月 16.4%

・東海三県で初めて「プラチナくるみん」を取得

＜「プラチナくるみん」認定基準（一部抜粋）＞

・配偶者が出産した男性労働者に占める育児休業等を取得した者の割合が13％以上 ・・・当行は17％

・出産した女性労働者のうち、子の1歳誕生日まで継続して在職している者の割合が90％以上

・女性労働者が就業を継続し、活躍できるよう、能力の向上やキャリア形成の支援のための取組みを実施

・「地方創生推進室」の設置 （地方創生プロジェクトチームを発展的に再編）

→「地方創生」に資する企画を立案するとともに、営業店と連携を強化し、

三重銀行グループ一体で実効性の高い取組みを推進

三重銀行グループ

三重銀
総研

三重銀行

地方創生推進室

営 業 店

地域社会
の発展

連携



地域とともに みなさまとともに


